
よ
い
内
容
に
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

市
長

①
現
在
の
法
体
系
の
も
と
で

有
効
な
手
段
に
つ
い
て
、
他
市
の
事

例
も
参
考
に
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

②
市
の
実
情
に
即
し
た
よ
り
よ
い

ま
ち
づ
く
り
へ
の
施
策
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

思
う
が
見
解
は
。

市
長

①
高
齢
者
等
の
健
康
回
復
な

ど
に
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
い
る
。

②
福
祉
会
館
等
で
取
り
組
ん
で
お

り
、
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
。

③
東
京
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
協
会
が
認
定
し
た
療
法
士
資

格
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

④
清
瀬
市
や
東
久
留
米
市
等
で
も

取
り
組
ん
で
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

⑤
内
容
の
充
実
等
を
図
り
た
い
。

石
塚
信
治
議
員
（
政
和
）

妊
娠
と

わ
か
る
と
母
子
健
康
手
帳
が
交
付
さ

れ
る
。
こ
の
表
紙
を
、
も
う
少
し
親

し
み
の
持
て
る
文
字
や
絵
柄
の
デ
ザ

イ
ン
に
変
え
て
ほ
し
い
と
の
声
が
多

い
が
、
変
え
ら
れ
な
い
か
。

市
長

母
子
健
康
手
帳
は
、
妊
娠
の

届
け
を
提
出
に
来
た
人
全
員
に
交
付

し
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

ら
れ
た
各
種
記
録
欄
の
様
式
を
備
え

た
既
製
の
手
帳
を
購
入
し
て
お
り
、

そ
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
表
紙
よ
り

も
内
容
を
吟
味
し
て
採
用
し
て
い
る
。

今
後
は
、
表
紙
も
含
め
検
討
し
て
い

き
た
い
。

津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）

①
昭
和

病
院
の
女
性
専
門
外
来
を
め
ぐ
る
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

②
小
平
市
の
働
き
か
け
の
状
況
は
。

ま
た
他
市
か
ら
の
要
望
の
状
況
は
。

③
設
置
の
た
め
の
初
期
投
資
と
小

平
市
負
担
分
の
概
算
は
。

④
今
後
ど
の
よ
う
な
働
き
か
け
が

考
え
ら
れ
る
か
。

市
長

①
昭
和
病
院
組
合
議
会
で
、

女
性
専
用
外
来
の
設
置
を
求
め
る
陳

情
が
採
択
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
組

合
理
事
会
や
組
合
議
会
で
意
見
を
得

な
が
ら
進
め
て
い
く
と
聞
い
て
い
る
。

②
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
病
院
の

改
築
に
絡
め
て
検
討
す
る
よ
う
伝
え

て
い
る
。
他
市
で
も
、
同
様
の
要
望

が
出
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

③
施
設
面
の
積
算
は
難
し
い
。
人

件
費
は
、
専
任
医
師
2
人
配
置
で
小

平
市
負
担
分
は
年
約
800
万
円
と
な
る
。

④
今
後
の
東
西
病
棟
改
築
の
段
階

を
と
ら
え
て
、
要
望
し
た
い
。

津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）

①
音
楽

療
法
に
対
す
る
認
識
は
。

②
音
楽
療
法
に
取
り
組
ん
で
い
る

施
設
は
。
そ
の
反
響
や
成
果
は
。

③
療
育
者
の
資
格
・
立
場
は
。

④
近
隣
市
の
取
り
組
み
は
。

⑤
今
後
、
さ
ら
に
進
め
る
べ
き
と

層
建
築
物
の
建
設
に
関
す
る
条
例
制

定
に
当
た
り
、
事
前
に
住
民
と
の
協

議
を
業
者
に
義
務
づ
け
る
な
ど
の
、

地
域
紛
争
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め

の
措
置
を
盛
り
込
む
べ
き
で
は
。

②
快
適
な
住
環
境
の
確
保
に
向
け

て
、
市
の
独
自
性
を
発
揮
し
、
よ
り

地
区
の
範
囲
に
つ
い
て
、
理
想
は
。

そ
の
際
、
既
存
建
築
物
と
の
高
度
差

の
整
合
性
を
ど
う
と
ら
え
る
か
。

市
長

①
条
例
案
は
議
会
で
審
議
し

て
も
ら
う
。
都
市
計
画
案
の
策
定
は
、

市
報
や
説
明
会
等
で
周
知
に
努
め
、

市
民
か
ら
も
意
見
を
寄
せ
て
も
ら
い
、

理
解
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

②
罰
則
規
定
は
慎
重
に
取
り
扱
う

必
要
が
あ
る
。
地
区
計
画
の
サ
ポ
ー

ト
等
の
規
定
は
研
究
課
題
と
し
た
い
。

③
既
存
建
築
物
の
現
状
を
把
握
す

る
と
と
も
に
、
他
市
の
例
も
参
考
に

し
な
が
ら
検
討
を
重
ね
て
い
く
。

苗
村
洋
子
議
員
（
緑
ネ
）

①
日
本

長
期
信
用
銀
行
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
地
を

民
間
都
市
開
発
推
進
機
構
が
取
得
し

て
5
年
に
な
る
が
、
市
か
ら
機
構
に

ど
の
よ
う
な
働
き
か
け
を
し
た
か
。

②
今
後
ど
う
な
る
の
か
。

③
住
宅
開
発
が
避
け
ら
れ
な
い
と

し
た
ら
、
環
境
共
生
住
宅
と
な
る
よ

う
、
働
き
か
け
や
情
報
提
供
な
ど
の

支
援
を
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

④
手
法
と
し
て
は
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ

ブ
ハ
ウ
ス
を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

市
長

①
平
成
15
年
7
月
に
、
機
構

と
後
継
銀
行
で
あ
る
新
生
銀
行
に
出

向
き
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
聞
い
た
。

②
採
算
に
見
合
う
開
発
等
は
難
し

い
の
が
現
状
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

③
打
診
し
た
と
こ
ろ
、
将
来
の
土

地
利
用
に
制
約
を
か
け
る
条
件
は
受

け
入
れ
が
た
い
と
の
回
答
だ
っ
た
。

④
今
後
、
こ
う
し
た
手
法
の
動
向

を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

※
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
と
は

住
宅
取
得
を
考
え
て
い
る
人
た
ち

が
集
ま
っ
て
建
設
共
同
組
合
を
結
成

し
、
共
同
で
建
て
る
住
宅
の
こ
と
。

原
　
邦
彦
議
員
（
公
明
）

①
中
高

告
塔
、
張
り
紙
等
で
あ
る
。

②
所
有
者
等
に
撤
去
の
指
導
を
行

い
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
等
で
発
見
し

た
も
の
は
即
時
撤
去
等
を
し
て
い
る
。

③
罰
則
強
化
を
都
に
要
請
し
、
ま

た
注
意
指
導
を
徹
底
し
て
い
き
た
い
。

④
今
後
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

指
し
て
い
き
た
い
。

②
小
川
西
町
一
丁
目
地
区
の
3
・

4
・
10
号
線
の
整
備
の
進
捗
状
況
を

見
な
が
ら
、
整
備
時
期
を
検
討
し
た

い
。③

都
市
計
画
道
路
の
整
備
状
況
や

今
後
の
財
政
状
況
を
見
き
わ
め
、
整

備
に
向
け
て
努
力
し
て
い
き
た
い
。

④
現
在
、
市
が
事
業
化
し
て
延
伸

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
将
来
、

土
地
の
開
発
行
為
等
の
動
き
が
出
て

き
た
際
に
検
討
し
た
い
。

斎
藤
　
敦
議
員
（
フ
ォ
）

①
都
市

計
画
道
路
3
・
3
・
8
号
線
に
つ
い

て
、
そ
の
後
の
都
の
動
き
は
ど
う
か
。

②
地
域
住
民
へ
の
情
報
提
供
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

③
玉
川
上
水
付
近
も
、
築
造
さ
れ

る
と
、
渋
滞
が
短
く
な
る
の
か
。
環

境
の
現
状
と
今
後
は
ど
う
な
る
か
。

④
現
住
宅
地
へ
の
計
画
ス
タ
ー
ト

時
の
対
応
は
ど
う
な
る
か
。

市
長

①
国
分
寺
市
の
地
域
に
お
い

て
、
環
境
現
況
調
査
を
開
始
し
た
と
、

都
か
ら
聞
い
て
い
る
。

②
動
き
が
出
た
場
合
に
情
報
提
供

を
行
う
と
、
都
か
ら
聞
い
て
い
る
。

③
事
業
の
詳
細
が
明
確
に
な
っ
て

い
な
い
た
め
、
予
測
は
困
難
で
あ
る
。

④
事
業
認
可
前
に
十
分
な
説
明
を

行
い
た
い
と
都
か
ら
聞
い
て
い
る
。

斎
藤
　
敦
議
員
（
フ
ォ
）

①
府
中

街
道
の
渋
滞
は
、
八
坂
交
差
点
の
渋

滞
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
う

が
、
こ
の
地
域
の
渋
滞
に
つ
い
て
ど

う
分
析
し
て
い
る
か
。

②
西
武
拝
島
線
高
架
化
の
工
事
に

つ
い
て
、
総
費
用
は
ど
の
程
度
か
。

③
ほ
か
の
踏
切
で
の
高
架
化
の
要

望
は
あ
る
か
。

市
長

①
府
中
街
道
の
交
通
量
が
多

斎
藤
　
敦
議
員
（
フ
ォ
）

①
都
営

バ
ス
梅
70
系
統
の
負
担
金
の
算
定
根

拠
、
計
算
式
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

②
バ
ス
の
お
く
れ
を
ど
う
と
ら
え

て
い
る
か
。
中
継
点
を
設
け
る
こ
と

で
効
率
運
行
を
図
れ
な
い
か
。

③
非
公
式
な
連
絡
会
的
な
会
合
が

あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
議
題

は
何
か
。
他
市
の
意
向
は
ど
う
か
。

市
長

①
営
業
実
績
を
基
準
と
し
、

赤
字
分
の
3
分
の
1
を
都
、
3
分
の

2
を
小
平
市
・
青
梅
市
等
の
5
市
1

町
が
負
担
し
て
い
る
。
各
自
治
体
の

負
担
金
は
、
運
行
距
離
や
乗
降
客
の

状
況
に
応
じ
て
計
算
し
て
い
る
。

②
天
神
町
、
花
小
金
井
等
の
付
近

で
渋
滞
す
る
箇
所
が
あ
る
。
路
線
を

分
け
て
運
行
し
て
も
渋
滞
の
影
響
を

受
け
る
の
で
、
メ
リ
ッ
ト
は
少
な
い

と
考
え
る
。

③
都
と
5
市
1
町
の
連
絡
会
が
年

1
回
開
催
さ
れ
、
営
業
実
績
の
報
告

等
が
議
題
で
あ
る
。
各
市
の
参
加
の

意
識
は
高
い
と
受
け
と
め
て
い
る
。

佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）

①
小
川

西
町
の
職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校

東
京
校
等
の
3
つ
の
学
校
の
、
地
域

へ
の
開
放
状
況
は
。

②
2
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
い
っ
と

き
避
難
場
所
で
あ
る
が
、
住
民
へ
の

周
知
と
実
際
の
避
難
経
路
の
確
保
は
。

③
養
護
学
校
移
転
跡
地
の
今
後
は
。

④
敷
地
内
を
通
過
で
き
る
通
路
の

確
保
が
望
ま
れ
て
い
る
が
、
ど
う
か
。

⑤
各
校
が
市
内
に
存
在
す
る
メ
リ

ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

教
育
長

①
1
校
は
市
と
協
定
を
結

び
、
体
育
施
設
を
開
放
し
て
い
る
。

市
長

②
標
識
等
で
周
知
し
て
い
る
。

経
路
は
隣
接
の
市
道
等
か
ら
と
な
る
。

③
東
京
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

の
新
館
が
計
画
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。

④
学
校
と
し
て
は
校
内
の
安
全
確

保
の
た
め
、
一
般
の
人
の
通
行
を
遠

慮
し
て
も
ら
っ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

⑤
今
後
も
交
流
を
通
し
て
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
て
い
き
た
い
。

石
塚
信
治
議
員
（
政
和
）

①
府
中

街
道
ま
で
の
都
市
計
画
道
路
3
・

4
・
10
号
線
の
実
現
に
向
け
て
、
目

標
を
ど
こ
に
置
い
て
い
る
か
。

②
3
・
4
・
21
号
線
と
3
・
4
・

10
号
線
が
交
差
す
る
よ
う
、
早
期
に

施
行
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

③
富
士
見
通
り
（
市
道
第
A
―

30

号
線
）
を
拡
幅
で
き
な
い
か
。

④
小
川
西
町
土
地
区
画
整
理
区
域

の
南
側
西
武
線
沿
い
の
道
路
が
行
き

ど
ま
り
に
な
っ
て
い
る
が
、
延
伸
さ

せ
市
道
第
A
―

30
号
線
に
接
続
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長

①
府
中
街
道
ま
で
の
整
備
が

必
要
と
認
識
し
て
い
る
が
、
当
面
は

3
・
4
・
21
号
線
ま
で
の
整
備
を
目

加
藤
俊
彦
議
員
（
公
明
）

①
花
小

金
井
駅
、
小
平
駅
等
周
辺
で
の
放
置

自
転
車
の
実
態
は
。
バ
イ
ク
の
撤
去

保
管
台
数
と
そ
の
後
の
処
理
状
況
は
。

②
自
転
車
利
用
者
へ
の
利
用
指
導

等
を
行
っ
て
い
る
が
そ
の
効
果
は
。

③
放
置
禁
止
区
域
指
定
を
拡
大
す

る
自
転
車
対
策
の
強
化
の
効
果
は
。

④
今
後
の
放
置
自
転
車
対
策
に
つ

い
て
市
の
考
え
は
。

市
長

①
花
小
金
井
駅
243
台
、
小
平

駅
338
台
等
で
あ
る
。
バ
イ
ク
は
118
台

を
撤
去
し
98
台
を
返
還
等
し
て
い
る
。

②
利
用
者
の
抑
制
意
識
が
生
じ
、

放
置
自
転
車
等
が
減
少
傾
向
に
あ
る
。

③
駅
周
辺
に
お
け
る
放
置
自
転
車

等
が
減
少
し
て
い
る
。

④
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
等
の
自
転
車

の
有
効
活
用
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

佐
藤
　
充
議
員
（
共
産
）

①
視
覚

障
害
者
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
、
小

平
駅
南
口
の
横
断
歩
道
の
メ
ロ
デ
ィ
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ー
を
、
押
し
ボ
タ
ン
式
か
ら
自
動
的

に
鳴
る
よ
う
に
改
善
で
き
な
い
か
。

②
多
摩
湖
自
転
車
道
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
車
ど
め
は
危
険
だ
が
、
取
り

外
す
な
ど
改
善
で
き
な
い
か
。

③
回
田
道
歩
道
の
西
武
新
宿
線
踏

切
北
側
は
傾
斜
を
改
善
で
き
な
い
か
。

④
新
小
金
井
街
道
の
掘
り
下
げ
に

よ
り
、
多
摩
湖
自
転
車
道
は
迂
回
す

る
計
画
だ
が
、
橋
を
か
け
る
よ
う
都

に
要
請
で
き
な
い
か
。

⑤
青
梅
街
道
歩
道
の
改
善
状
況
は
。

市
長

①
近
隣
の
住
宅
等
へ
の
配
慮

か
ら
押
し
ボ
タ
ン
式
と
し
て
い
る
。

②
都
に
改
善
の
要
請
を
し
て
い
く
。

③
周
辺
住
宅
の
出
入
り
に
支
障
を

来
す
こ
と
に
な
り
、
困
難
で
あ
る
。

④
都
が
調
査
し
検
討
し
た
結
果
、

陸
橋
設
置
は
困
難
と
判
断
し
た
。

⑤
今
年
度
は
、
天
神
町
交
差
点
か

ら
仲
町
交
差
点
ま
で
の
区
間
を
実
施

す
る
と
都
か
ら
聞
い
て
い
る
。

高
橋
　
勇
議
員
（
フ
ォ
）

①
屋
外

広
告
物
で
の
違
反
に
は
ど
う
い
う
種

類
が
あ
る
か
。

②
屋
外
広
告
物
の
違
反
に
対
す
る

指
導
、
対
応
は
ど
う
か
。

③
法
律
・
条
例
・
マ
ナ
ー
遵
守
の

立
場
か
ら
、
も
っ
と
厳
し
く
罰
則
や

注
意
指
導
を
業
者
等
に
対
し
、
徹
底

さ
せ
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

④
違
反
屋
外
広
告
物
除
却
協
力
員

事
業
の
設
置
検
討
を
す
る
の
も
一
考

察
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長

①
東
京
都
屋
外
広
告
物
条
例

に
基
づ
く
許
可
を
受
け
て
い
な
い
広

い
こ
と
、
西
武
拝
島
線
の
踏
切
が
あ

る
こ
と
、
八
坂
交
差
点
の
交
通
処
理

が
難
し
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

②
設
計
、
積
算
を
し
た
時
点
で
明

確
に
な
る
と
、
都
か
ら
聞
い
て
い
る
。

③
市
内
に
は
渋
滞
を
引
き
起
こ
し

て
い
る
踏
切
が
9
か
所
あ
り
、
そ
の

解
消
策
を
研
究
し
、
広
域
的
な
観
点

か
ら
関
係
機
関
に
要
望
し
た
い
。

華
表
　
暁
議
員
（
共
産
）

①
御
幸

町
の
都
民
銀
行
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
地
、

上
水
南
町
の
沖
電
気
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡

地
等
の
宅
地
開
発
に
つ
い
て
、
市
の

姿
勢
は
。
開
発
指
導
要
綱
に
基
づ
く

指
導
の
状
況
は
ど
う
か
。

②
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
へ
の
市
民

の
参
加
状
況
や
、
意
見
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
か
。

市
長

①
要
綱
に
基
づ
き
市
に
帰
属

さ
れ
る
公
共
施
設
の
管
理
に
つ
い
て

協
議
、
指
導
を
行
っ
て
い
る
が
、
現

在
の
要
綱
の
み
で
は
限
界
も
感
じ
て

お
り
、
宅
地
開
発
の
事
前
届
け
出
の

新
た
な
ル
ー
ル
等
を
検
討
し
て
い
る
。

②
第
三
次
長
期
総
合
計
画
策
定
に

伴
い
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を
開
催
し
、

3
日
間
で
26
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

計
画
策
定
と
市
民
参
加
の
仕
組
み
等

に
つ
い
て
の
意
見
や
提
案
が
あ
っ
た
。

斉
藤
　
進
議
員
（
フ
ォ
）

①
条
例

の
制
定
、
建
築
物
の
高
さ
制
限
の
都

市
計
画
決
定
ま
で
の
、
市
民
へ
の
周

知
や
意
見
集
約
等
は
ど
う
す
る
の
か
。

②
条
例
は
大
規
模
な
土
地
利
用
に

関
す
る
事
前
届
け
出
制
度
が
主
と
な

り
そ
う
だ
が
、
罰
則
規
定
の
盛
り
込

み
を
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
市
民
発

意
に
よ
る
地
区
計
画
の
サ
ポ
ー
ト
な

ど
、
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
に
か
か
わ

る
も
の
を
条
例
に
盛
り
込
め
な
い
か
。

③
建
築
物
の
高
さ
制
限
の
高
度
と

▲

メ
ロ
デ
ィ
ー
の
鳴
る
信
号
機

（
小
平
駅
南
口
）

放
置
自
転
車
対
策

▼

小
平
駅
北
口
の
放
置
自
転
車

▼

現
行
の
母
子
健
康
手
帳

だ
れ
に
で
も
安
全
で
便
利
な

歩
道
へ
の
改
善
・
整
備
を

違
反
屋
外
広
告
物
の

除

却

の

一

考

察

都
営
バ
ス
梅
70

の

あ

り

方

小
川
西
町
二
丁
目
の

公

立

学

校

小

川

西

町

地

区

の

都
市
計
画
道
路
と
市
道
の
整
備

府

中

街

道

の

西
武
拝
島
線
高
架
化

ま
ち
づ
く
り
条
例
の

制

定

に

向

け

て

中
高
層
建
築
物
の
建
設
に
は

事
前
協
議
の
義
務
づ
け
を

緑
の
町
が
壊
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
宅
地
開
発

環

境

共

生

住

宅

で

緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を

都

市

計

画

道

路

3
・
3
・
8
号
線
の
そ
の
後

公
立
昭
和
病
院
へ
の
女
性
専
門

外
来
設
置
に
強
い
働
き
か
け
を

母
子
健
康
手
帳
の
表
紙
を

改
善
で
き
な
い
か

音
楽
療
法
の
現
在
の

取
り
組
み
か
ら
今
後
の
課
題

※


